
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
後
見
合
わ
せ
て

い
た
会
員
参
加
の
『
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
＆
誕

生
会
』
を
10
月
13
日
（
火
曜
日
）
、
31
人
の
参

加
で
、
年
金
者
組
合
事
務
所
近
く
の
南
越
谷
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。
誕
生
会
は
１
月

29
日
以
来
、
８
ヵ
月
ぶ
り
で
す
。

会
場
は
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結
果
、
毎
週

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
使
っ
て
い
る
年
金
者
組

合
近
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ら
一
定
時
間
、
自
由

に
使
え
る
メ
ド
が
立
ち
、
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
＆
誕
生
会
」
と
銘
打
っ
て
12
時
10
分
に
開
会
、

14
時
ま
で
、
若
干
ざ
わ
つ
い
た
雰
囲
気
は
あ
り

ま
し
た
が
、
吉
田
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
瀬
川

依
子
さ
ん
の
「
カ
ン
パ
～
イ
」
で
開
会
し
ま
し

た
。
昼
食
の
弁
当
は
年
金
者
組
合
の
隣
の
中
華

料
理
店
に
依
頼
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
麻
婆
ナ
ス
」

「
鶏
肉
の
黒
胡
椒
炒
め
」
「
青
椒
肉
絲
（
チ
ン

ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
）
」
の
3
種
類
。

「
ご
は
ん
」
が
や
や
多
か
っ
た
が
、
マ
ア
こ

ん
な
も
の
か
？
と
い
う
感
じ
。

会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
「
差
し
入
れ
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
①
空
き
瓶
に
き
れ
い
な

レ
ー
ス
飾
り
を
付
け
た
一
輪
挿
し
約
30
本
（
石

山
京
子
）
、
②
里
芋
な
ど
（
伊
藤
富
子
）
、
③

梅
酒
、
つ
ま
み
な
ど
（
大
喜
博
子
）
、
④
ド
リ

ン
ク
剤
（
五
十
嵐
光
範
）
、
⑤
交
通
安
全
シ
ー

ル
（
吉
田
健
治
）
、
⑥
野
菜
類
数
種
（
川
原
利

雪
）
、
⑦
焼
酎
「
す
ご
い
も
」
（
広
瀬
久
雄
）
。

以
上
、
順
不
同
で
敬
称
略
。

会
場
は
、
み
ん
な
が
地
面
に
座
れ
る
よ
う
に

と
大
き
め
の
シ
ー
ト
を
2
枚
用
意
し
た
が
、
周

囲
に
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
も
並
べ
た
た
め
、
シ
ー

ト
の
中
は
数
人
で
が
ら
空
き
。
こ
う
い
う
場
合

ど
う
す
る
か
、
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
投
手
❘
捕
手
間
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
道
具
を

４
台
設
置
。
ク
ラ
ブ

と
ボ
ー
ル
を
置
い
て

希
望
者
が
挑
戦
。

結
果
的
に
は
瀬
川

依
子
、
伊
藤
富
子
、

古
川
正
治
の
3
人
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に

成
功
、
賞
品
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
差
し
入

れ
の
里
芋
は
じ
め
残
っ

た
野
菜
な
ど
を
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
で
楽
し

く
分
け
あ
い
、
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
が

予
想
に
反
し
て
調
子

が
悪
く
、
「
自
己
紹

介
」
も
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
機
器
の
事
前

チ
ェ
ッ
ク
を
も
う
少

し
キ
チ
ン
と
や
っ
て

お
く
べ
き
で
し
た
。

今
後
の
教
訓
に
し
ま

し
ょ
う
。

（
山
本
）
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点

睛

晴
れ
時
々
曇
り
の
中

『
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

＆
誕
生
会
』

久
々
に
開
催

次回の宣伝行動 １１月１７日（火曜日） １２時半～１３時半 南越谷

「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換

２０２０年

２６９号
１０月２１日（水）

２
０
２
０
年
７
月
に
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た

水
災
害
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

省
所
管
の
社
会
資
本
整
備
会
議
が
「
ダ
ム
・
堤

防
に
頼
る
治
水
に
は
限
界
が
有
り
、
今
後
は
流

域
市
町
村
、
企
業
、
住
民
が
一
体
で
防
災
・
減

災
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
答
申
を

出
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
今
年
度
中
に
「
流
域
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
地
球
温
暖
化
等
に
よ
り
、
毎
年
日
本

の
ど
こ
か
の
地
域
で
災
害
が
発
生
し
、
年
々
規

模
が
甚
大
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
19
号
は
東
日
本
全
域
に
被
害
を

も
た
ら
し
、
日
本
は
ま
さ
に
災
害
列
島
の
様
相

を
呈
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
は
高
度
成
長
時
代
に
、
貯
水
機
能
を
有

し
た
田
畑
が
「
宅
地
並
み
課
税
」
に
よ
り
宅
地

化
さ
れ
、
本
来
貯
水
機
能
を
有
し
た
場
所
に
宅

地
が
造
成
さ
れ
、
す
ぐ
水
が
出
る
の
で
堤
防
を

繋
ぎ
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
内
水
を
排
水
し
て
き

ま
し
た
。

今
後
は
流
域
全
体
の
都
市
計
画
を
抜
本
的
に

見
直
す
と
同
時
に
、
今
あ
る
法
律
・
通
達
を
見

直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
乱
開
発
を
や
め
、
秩
序
あ
る
都
市

計
画
を
造
り
上
げ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
―
等
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
流
域
（
河
川
の
水
系
）

ご
と
の
都
市
計
画
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

今
後
の
「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
田
）

東
部
南
地
区
（
越
谷
、
草
加
、
松
伏
、
吉
川
、

八
潮
、
三
郷
）
と
、
東
部
北
地
区
（
春
日
部
、

久
喜
な
ど
）
の
年
金
者
組
合
は
10
月
15
日
、
春

日
部
駅
と
新
越
谷
駅
で
共
同
の
宣
伝
・
署
名
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
春
日
部
駅
の
行
動
に
は
、

両
地
区
か
ら
42
人
、
新
越
谷
駅
に
は
21
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

年
金
削
減
を
求
め
共
同
駅
頭
宣
伝

東
部
南
・
北
の
年
金
者
組
合


